
勝部市長に聞く

２期目の展望

　

特
に
、
農
林
産
物
の
安
全
を
守

り
、
産
地
の
信
頼
を
回
復
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
汚
染
さ
れ
た

牧
草
・
稲
わ
ら
・
た
い
肥
・
し
い

た
け
ほ
だ
木
の
一
時
保
管
と
処
分

を
前
進
さ
せ
、
向
こ
う
５
年
間
で

市
内
の
汚
染
廃
棄
物
の
処
分
を
終

わ
ら
せ
る
と
と
も
に
食
の
安
全
安

心
を
発
信
し
て
風
評
被
害
対
策
に

努
め
て
い
き
ま
す
。「
ふ
る
さ
と

一
関
」を
確
実
に
取
り
戻
し
ま
す
。

　

道
路
側
溝
に
は
、
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
た
土
砂
が
２
年
半
以

上
も
放
置
さ
れ
、
堆
積
し
て
い
ま

す
。
現
状
の
ま
ま
で
は
限
界
で
あ

り
、
国
に
対
し
て
、
汚
染
土
砂
の

処
理
方
針
を
速
や
か
に
示
す
よ
う

強
く
申
し
入
れ
ま
す
。

高
齢
化
や
人
口
減
少

へ
の
対
応
も
重
要

　

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
社
会
構

造
に
合
っ
た
も
の
、
お
年
寄
り
に

優
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
問
題
を
先
送
り
せ

ず
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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中
東
北
の
拠
点
都
市

一
関
の
形
成

　

私
は
、
岩
手
県
南
・
宮
城
県

北
地
域
を「
中
東
北
」
と
位
置
付

け
、
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
中
東
北
の
拠
点
都
市
一

関
の
形
成
」
と
い
う
言
葉
を
、
全

て
を
集
約
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
子
育
て
支
援
、
雇
用
対
策
、

産
業
振
興
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
市

政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し

て
き
た
こ
と
で
、
中
東
北
の
拠
点
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岩
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入
庁
。
総
合
雇
用
対
策

局
長
、
総
合
政
策
室
長
、
県
南
広
域

振
興
局
長
な
ど
を
歴
任
。
09
年
の

一
関
市
長
選
で
初
当
選
。
就
任
後

は
、
①
雇
用
対
策
を
柱
と
す
る
経
済

対
策
②
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

③
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

―
を
重
点
施
策
に
、
市
民
生
活
の

安
全
安
心
を
第
一
に
市
政
運
営
に

努
め
て
き
た
。
３
年
間
で
11
企
業

を
誘
致
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の

立
ち
上
げ
、
平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
実

現
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
手
腕

を
発
揮
し
て
き
た
。
趣
味
は
石
集

め
。
両
親
は
室
根
町
と
大
東
町
の
出

身
。
現
在
の
実
家
は
東
山
町
に
あ

る
。
一
関
市
大
手
町
在
住　
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歳

今
年
４
月
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ

る
欧
州
合
同
原
子
核
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）

を
視
察
す
る
勝
部
修
市
長

都
市
と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
は
、

お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

最
優
先
課
題
は

放
射
能
汚
染
対
策

　

山
積
す
る
課
題
の
中
で
、
最
優

先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の
対

策
で
す
。
除
染
実
施
計
画
に
基
づ

く
放
射
線
影
響
の
低
減
を
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
４
年
間
の
市
政
推
進
の
か
じ
を
取
る

勝
部
修
市
長
に
２
期
目
の
決
意
と
抱
負
を
聞
い
た

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
一
関
市
発
展
の

骨
格
に
位
置
付
け

市
民
と
共
に
未
来
を
開
く

　

人
口
減
少
へ
の
対
策
も
重
要
で

す
。
こ
れ
ま
で「
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
」
を
重
要
施
策
に

小
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

各
種
予
防
接
種
の
無
料
化
、
保
育

料
の
軽
減
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
子
育
て
支
援
施
策
の
一
層
の

拡
充
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

急
激
な
人
口
減
少
に
伴
う
地
域

社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
の
活

力
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
の
受
け
入

れ
に
向
け
た
環
境
整
備
や
結
婚
活

動
支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
若
者

の
地
元
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
就
職

支
援
、
地
元
定
着
支
援
と
子
供
の

成
長
過
程
に
合
わ
せ
た
一
連
の
施

策
で
子
育
て
世
代
を
支
援
し
ま

す
。
子
育
て
す
る
親
に
と
っ
て
、

子
供
の
就
職
、
定
着
が「
子
育
て

の
卒
業
試
験
」
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

国
際
化
に
向
け
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ

Ｌ
Ｃ
）
の
国
内
建
設
候
補
地
に
北

上
高
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
一
関
市
発
展
の
骨
格
」
に
位
置

付
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

国
際
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
が「
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
一
関

発
展
の
た
め
に
、
市
民
と
行
政
の

真
の
協
働
は
、
何
と
し
て
も
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
一
人
一
人
が「
ま
ち
づ
く

り
の
当
事
者
」
と
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
協
働
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

世
界
を
観
る
眼
で

一
関
を
拓
く

　

人
類
の
夢
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ

は
、
学
術
研
究
の
分
野
で
日
本
が

国
際
貢
献
で
き
る
数
少
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
実
験
研
究

施
設
を
中
東
北
に
、
ふ
る
さ
と
一

関
に
実
現
さ
せ
、「
世
界
と
日
本

の
多
様
な
文
化
が
出
会
う
ま
ち
」

「
人
類
の
夢
が
実
現
す
る
科
学
の

ま
ち
」「
世
界
が
集
い
世
界
に
羽

ば
た
く
ま
ち
」
を
築
い
て
参
り
ま

す
。
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
た
子
供

た
ち
が
、
こ
の
地
域
で
育
ち
、
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の
目
標

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
新
し
い
夢
を
持
つ
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
ま
た
、
そ
の
夢
を

現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
固

い
信
念
を
持
っ
て
、
積
極
果
敢

に
、
情
熱
的
に
、
全
身
全
霊
で
市

政
を
運
営
し
た
い
。

　

山
積
す
る
市
政
課
題
と
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
市
民
と
一
緒
に
世

界
を
観み

る
眼
で
一
関
を
拓ひ

ら

い
て
参

り
ま
す
。　


